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萌芽論文 
 
「コロナ禍」における障害者スポーツチームの民族誌 
－ブラインドサッカーを事例として 
千田 直樹 
 
1. はじめに 
 
2019 年に中国武漢で検出された新型コロナウイルスが引き起こす感染症、正式名称
COVID-19 は瞬く間に世界中に蔓延し、世界各国の政治と経済及び社会に甚大な影響
をもたらした。特に 2020 年に予定されていた東京パラリンピックが翌年に延期とな
ったことは、障害者スポーツ界にとって大きな衝撃であった。2021 年に入っても感染
症の脅威は衰えることなく、今夏の開催をも危ぶむ声が数多くあがっている。 
本稿ではブラインドサッカーチーム「コルジャ仙台」の活動に注目し、「コロナ禍」
において障害者スポーツチームがどのように活動していたのかについて民族誌的に記
述する。そしてそれらを身体技法という視角から分析することによって、非常事態下
における障害者スポーツの実施が内包するリスクについて明らかにする。 
 
2. 理論的背景 
 
身体技法とは、「人間がそれぞれの社会で伝統的な様態でその身体を用いる仕方」で
ある(モース 1976: 127)。すなわち、泳ぎ方、歩き方、眠り方、食べ方といった、我々
が普段何気なく無意識に行っている日常的な諸動作を、諸個人が属する各社会におけ
る文化と歴史に基づいて構築されてきたものとしてとらえる分析視角である。 
スポーツ研究の分野においてモースの身体技法論は、特定のスポーツの技術や武道
における「技」の分析のために用いられる。あるスポーツを行うとき、そのスポーツ
において定められたルールは参加者の諸動作を制限する文化的制約として機能してい
る。例えば、サッカーという競技の最大の特徴として、ゴールキーパー以外の選手は
故意に手でボールを扱ってはならないと定められている。通常の生活において物を扱
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うための機能を受け持つ器官である手の使用を制限し、器用さにおいて圧倒的に劣る
足を主に使用してプレーすることは、より高度なスポーツプレイを期待する視点から
すると一見非合理的であるように映る。しかし、足をはじめとして、頭、肩、胸とい
った、おおよそボールを扱うのに向いていないと思われる身体の部位を用いて、観戦
者の想像も及ばないような華麗なプレーをピッチの上で実現することにこそ、「サッカ
ープレイの快楽の本質がある」(西山 2006: 182)のである。このように、ルールの範囲
内で身体の可能性をどこまでも追求する行為は「不自由の中の自由」と呼ぶことがで
き、この構造こそが人々がスポーツに感じる魅力の源泉となっている(寒川 2017: 53)。 
また、身体の使い方の技法だけでなく、知的技法や認知的技法についても同様に、
身体技法論の枠組みによってとらえることができる(倉島 2005: 207)。スポーツでい
うと、ルールは身体の使い方を制限するだけでなく、そのスポーツをどのようにプレ
ーするかという考え方、すなわち戦術の構成にも制限をかけている。そのため、ある
スポーツの技術を習得することだけでなく、そのスポーツにおいて用いられる戦術が
有効性を示す動きを習得し身体的に実践する行為もまた、身体技法の習得として見な
すことができるのである。 
以上の身体技法に関するこれまでの議論を踏まえ、本稿では視覚を使わないプレー
において有効性を認められる様々な技術や戦術の源泉としてのブラインドサッカーの
身体技法と、プレイヤーたる視覚障害者たちが習得している身体技法という 2 つの側
面から、「コロナ禍」でのブラインドサッカーの実施について論じる。 
 
3. ブラインドサッカーとコルジャ仙台 
 
(1)  ブラインドサッカー 
ブラインドサッカーとは、主に視覚障害者を対象とする、サッカーから派生した競
技である。ブラインドサッカーという呼び方は通称であり、国際大会における正式な
競技名は「5 人制サッカー」または「フットサル」という(岡田 2009: 6)。日本国内で
は「ブラサカ」という略称が用いられている。 
ブラインドサッカーの特徴は、視覚を使わずにプレーすることにある。パラリンピ
ックなどの国際大会に出場できるのは全盲の選手のみである。全盲と一口に言っても
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その程度は人によって様々だが、アイパッチとアイマスクを装着することによってそ
れらの条件を均等化し、フィールド上の全員が同様の条件の下でプレーする。この特
徴のため、日本国内の大会においては弱視者、そして人数に制限はあるものの晴眼者
もフィールドプレイヤー(以下、FP)としてプレーできることになっている。また、視
覚を使わずプレーするために、ルールにも様々な工夫がなされている。いくつか紹介
すると、ボールは転がすと音が鳴る専用のものである点、ピッチの左右にはサイドフ
ェンスが置かれている点、ゴールの場所を FP に伝えるコーラーという役割が存在す
る点は、通常のサッカーと比べてとりわけ特徴的な違いである。ゴールキーパー(以下、
GK)は晴眼者もしくは弱視者が務めるポジションであり、コーラー、監督と並んで FP
たちに視覚的情報による指示を出すことができる存在である。また、選手同士が衝突
することを防ぐため、ディフェンスをする選手がボールを持っている選手に近づく際、
スペイン語で「行く」を意味する「ボイ」、あるいは「ゴー」と声を発さなければなら
ない。これを怠るとノースピーキング(通称ノーボイ)という反則が取られる。 
こうしたルールの存在により、ブラインドサッカーでは通常のフットサルやサッカ
ーとは異なる独自の技術と戦術、すなわちブラインドサッカーにおける身体技法が発
展している。両足の内側(インサイド)で細かく交互にタッチするドリブルとそこから
のシュート、両足を使ったトラップ、サイドフェンスを利用したパスなどがその例で
ある。そしてこれらを可能とするのが、ピッチ上で飛び交う様々な声やボールが転が
る音などの聴覚情報を頼りに周囲の状況を把握し、それを基に自身の頭の中にピッチ
上のイメージを構築する能力、すなわち音を「見る」という身体技法である。音を「見
る」技法を習得することで、プレイヤーは視覚を使わないというルール(文化的制約)に
よって作り出されたピッチ上の暗闇の中であっても、あたかも目が見えているかのよ
うに自在にプレーすることができるという「自由」を手にすることができるのである。 
(2)  コルジャ仙台 
コルジャ仙台は、仙台市を拠点として活動しているブラインドサッカーチームであ
る。チームはトップチーム、サテライトチーム、運営スタッフから構成される。トッ
プチームは選手、コーラー、監督、コーチといった試合に関わるメンバーが所属して
おり、普段の練習や公式戦への出場といったコルジャ仙台の諸活動の大部分に関わっ
ている。トップチームには、4 人の視覚障害プレイヤーと筆者を含め 3 人の晴眼プレ
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イヤー、そして 2 人の GK が所属している。運営スタッフはその名前の通りチームの
運営に携わるメンバーであり、運営のほかに代表、体験会担当、トレーナーといった
役職がある。 
サテライトチームは、主に小学生以下の視覚障害児たちで構成されている。以前か
ら子どもたちも練習に参加していたが、子どもの参加が増えてきたことから、2020 年
1 月に正式にサテライトチームとして発足した。サテライトチームの監督は、以前は
選手としても活動していた T’ さん1が務めている。また、所属する子どもたちの保護
者がコーチやスタッフとして在籍している。 
コルジャ仙台のトップチームの主な活動内容は、練習、公式戦、そして体験会であ
る。通常、コルジャ仙台は毎週日曜日に練習を行っている。練習場所は仙台市障害者
総合体育センターのグラウンドか体育館、もしくは岩沼市、七ヶ浜町といった仙台市
の近隣市町村にあるフットサルコートを利用している。 
日本ブラインドサッカー協会(JBFA)が主催する公式戦は、主に夏の日本選手権と秋
の地域リーグ、春のクラブチーム選手権の 3 つである。2020 年はもともとパラリンピ
ックの開催に伴い、例年とは異なるスケジュールで公式戦を行う予定であったが、新
型コロナウイルス感染症流行の影響により、この年の日本選手権は日程だけでなく大
会運営においても様々な変更を余儀なくされた。 
体験会の目的は、ブラインドサッカーの認知向上と障害者理解の促進、そして新規
選手の獲得である。体験会はスポーツイベントの中で行われたり、一般企業による社
員研修であったり、学校で障害や人権についての教育を目的として行われたりと、障
害者を対象としたものよりもむしろ健常者の組織から依頼が届くこと方が多い。一方
で、コルジャ仙台のメンバーは視覚障害者、特に子ども向けの体験会を実施し、視覚
障害があるがゆえに運動する機会に乏しい人々に対し、自由に運動することのできる
場を提供すること重視している。このように、ブラインドサッカーチームであるコル
ジャ仙台は、競技としてのブラインドサッカーに取り組むスポーツチームとしてだけ
でなく、社会的な使命を持つ集団として自らを位置付けている。 
 
 
1 本稿では、コルジャ仙台のメンバーは仮名で表記する。ただし、視覚障害者のメンバー
については、識別のため仮名の後ろに’ をつけて表記する。 
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4. 「コロナ禍」初期におけるブラインドサッカー界とコルジャ仙台の動向 
 
(1)  感染拡大と緊急事態宣言 
日本国内で新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防ぐための動きが本格化したの
は、ちょうど公式大会の 1 つであるクラブチーム選手権が終了した後の 2020 年 2月
中旬のことであった。同年 1月に国内初となる感染者が確認されて以来、日本政府は
国内での感染蔓延を防ぐべく対応策を講じていたが、2月 13日以降は PCR検査で複
数名の陽性者が連日検出されるようになり、対策を上回るスピードで日増しに感染者
数が増加していった(厚生労働省 2020b)。わずか 1週間前のクラブチーム選手権の時
点では対岸の火事であった新型コロナウイルス感染症の日本国内での連日の感染報告
はブラインドサッカー界にとっても無視できないものとなり、JBFA は 2月以降の大
会運営において影響を受けることとなった。2月 22日に、女子日本代表と女子アルゼ
ンチン代表の国際親善試合として「さいたま市ノーマライゼーションカップ 2020」が
開催された。同大会では、来場者に対し熱がある場合は来場を見合わせることと会場
に設置するアルコール消毒液を利用することを要請し、またスタッフとボランティア
がマスクを着用することに対し理解を求めるなど、事前に感染予防対策の周知を行っ
た(JBFA 2020a)。大会当日は、試合自体は予定通り行われたものの、来場者間の距離
を十分に保つことを目的として観戦席を拡大し、またブラインドサッカーやロービジ
ョンフットサル2などの各種体験イベントを中止とし、一部規模を縮小したうえで大会
が開催されることとなった(JBFA 2020b)。 
2月 25日に新型コロナウイルス感染症対策本部は感染症対策の基本方針を発表し、
その中でスポーツを含むイベントの開催は、自粛を要請するとまではいかないものの、
開催が必須であるかを考慮して判断すべきであるとした(新型コロナウイルス感染症
対策本部 2020a)。この基本方針ではイベントを開催するか否かは主催者側の判断にゆ
だねられていたが、イベントの規模については言及されていなかった。翌26日に当時
の安倍首相は政府の見解として、今後 2週間は多くの人が訪れるような全国規模のス
ポーツイベント及び文化イベントは中止もしくは延期し、どうしても開催する場合に
 
2 弱視者が行うフットサル。ルールは通常とほぼ同一だが、ボールやピッチのラインが見
えやすい色になっている。ブラインドサッカー同様、日本では JBFAが管轄している。
なお、パラリンピック種目ではない。 
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は小規模化することを要請した(厚生労働省 2020a)。これを受けて、2月 28日に JBFA
は 3月 16日から 21日にかけて開催される予定であった、「SantenIBSA ブラインド
サッカーワールドグランプリ 2020 in品川」の中止を決定した(JBFA 2020c)。同大会
は 2018 年から毎年 JBFA が主催している国際大会であり、夏にパラリンピックを控
えている男子日本代表にとっては本番直前の貴重な実践の場であった。また、選手た
ちにとってもここで活躍すればパラリンピック本大会の選手選考にも影響すると考え
られることから、特に 2 人という狭い枠を争うゴールキーパーの選手や、代表選出の
当落線上にいる選手にとって重要度の高い大会であった。しかし、先述の通り大会が
中止になったことで、パラリンピックに向けた強化にも影響が出ただけでなく、本大
会の開催も危ぶまれる事態となった。 
3月に入ると、日本国内での感染拡大は勢いをさらに増した。PCR検査の実施数が
2月から倍以上に増えたことも関係していると思われるが、3月 6日には 59 人の陽性
者が検出され、1 日当たりの陽性者数が初めて 50 人を超えた(厚生労働省 2020b; 
2020c)。 
コルジャ仙台の活動に影響が出始めたのも 3月以降のことである。3月 1日には通
常通り練習を行ったものの、翌日の 2日には 3月中に練習を予定していた幸町グラウ
ンド及び七ヶ浜町と岩沼市のフットサルコートの各会場が施設側によって利用を制限
されたという連絡が入ったため、3 月 22 日の七ヶ浜町フットサルコートでの練習ま
で、すべての練習を中止とする旨が監督である A さんからチームの LINE グループで
メンバーに周知された。その後、3月 16日には再び A さんから、練習会場の利用制限
が解除されるかどうか次第ではあるものの 4月から練習を再開する予定であるという
連絡があった。しかし、3月 26日には七ヶ浜町で宮城県内では 2例目となる感染者が
報告されたため、4 月 20 日まで七ヶ浜町のフットサルコートは利用禁止になった(宮
城県 2020)。メインの練習会場の 1 つである七ヶ浜町フットサルコートが利用不可と
なったことで、予定されていた 4月以降の活動再開は再び白紙となった。このように、
コルジャ仙台は緊急事態宣言が発出される直前まで、難しい状況下ではあるものので
きるだけ活動を行おうと努力していたが、その妨げとなっていたのはチーム内での感
染拡大への危惧というよりも、練習会場として利用している施設側の状況によるとこ
ろが大きかった。 
東北人類学論壇 Tohoku Anthropological Exchange 20: 120-139(2021) 
 
 126 
コルジャ仙台の活動拠点である東北では 3月の時点ではまだ感染者はそこまで増え
ていなかったが、首都圏では連日多数の PCR検査陽性者が検出されていたこと、また
ヨーロッパで爆発的な感染拡大が起こっていたことから、8 月の東京オリンピック・
パラリンピックの開催が危惧されていた。そしてついに、3月 24日に当時の安倍内閣
総理大臣と森喜朗東京 2020 組織委員会会長がトーマス・バッハ国際オリンピック委
員会(IOC)会長と電話会談を行った結果、東京オリンピック・パラリンピックの両大会
を翌 2021 年に延期することが決定した(公益財団法人東京オリンピック･パラリンピ
ック競技大会組織委員会 2020)。 
4月 7日には東京都をはじめとする 7都府県を対象として、さらに 9日後の 4月 16
日には全都道府県を対象として、政府によって緊急擬態宣言が発出された(新型コロナ
ウイルス感染症対策本部 2020c)。4月 7日の時点では宮城県は緊急事態宣言の対象地
域には入っていなかったものの、宣言の発出を受けてコルジャ仙台もしばらく活動を
停止する旨が A さんから伝えられた。この連絡がなされた時点ではまだ緊急事態措置
の期間などの詳細が分かっていなかったため、当初の予定ではチームの活動を完全に
停止する期間を極力短縮し、4月 19日以降には活動を再開する予定であった。 
しかし、主な練習会場である幸町は 5月末まで、七ヶ浜は無期限で施設の利用を禁
止とする旨が施設から連絡され、さらに 16 日には宮城県も宣言の対象地域となった
ため、それに合わせてコルジャ仙台も 5月末までチームとしての活動を停止すること
となった。また、この期間に予定されていた体験会はすべてキャンセルされ、さらに
JBFA から大会の開催自粛を求められたため、5 月 4 日に予定されていた、コルジャ
仙台が主催する大会である第 2回仙台ブラインドサッカー大会も中止となることが決
定した。 
5月 4日には、5月 6日までの予定であった緊急事態宣言を、すべての都道府県で
5 月末まで延長することが決定した(新型コロナウイルス感染症対策本部 2020c)。そ
の後、5月 14日には 8都道府県、21日には 5都道府県のみでの実施になり、25日に
は全国で完全解除された(新型コロナウイルス感染症対策本部 2020c)。緊急事態宣言
の延長が決定したときには、宮城県は特定警戒都道府県からは外れたものの、A さん
いわく「まだまだ油断できない状態には変わりない」ため、コルジャ仙台も同月いっ
ぱいの活動自粛を余儀なくされた。5 月末には練習会場の利用など様々な規制が徐々
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に解除され始めたため、6月から活動を再開する旨が A さんからチームのメンバーに
周知された。 
(2)  練習の再開 
緊急事態宣言が解除されてから最初の練習は、6 月 7 日に幸町グラウンドで行われ
た。約 3 か月ぶりとなったこの日の練習には、午後にミーティングが予定されている
こともあってほとんどのメンバーが参加した。参加メンバーが練習場に到着し着替え
などの準備をしていると、A さんから参加者全員が体温を測り、平熱であることを確
かめたうえで名前と住所、連絡先を用紙に記録することを求められた。これは万が一
施設の利用者の中に感染者が発生したときに備えて、濃厚接触者をすぐに特定できる
ようにするため、施設側から要請されたものであった。 
緊急事態宣言が解除されてから間もなく、感染予防対策をしつつ練習をどのように
進めていくかについては手探りの状態であったこともあって、練習の前後に連絡事項
を伝えるときやストレッチの際に、人同士の距離を通常時よりもかなり広めに空けて
行う光景が見られた。自粛期間中は運動が各自にゆだねられていたため、練習が始ま
ると最初に現時点で選手の運動能力がどうなっているかを確かめるべく 5メートル走
や反復横跳び、立幅跳びなどの体力測定を行った。この日の練習メニューは 1 対 1 の
ような人と人との接触が生じるものは行わず、フィジカルを鍛えるためのメニューと
ボールタッチの練習が中心であった。 
この日の練習後に行われたミーティングの場で、A さんは今後の練習メニューにつ
いてはできるだけ選手同士の距離が近くなり、いわゆる「密」な状態にならないよう、
体幹トレーニングやボールタッチの練習を中心にやっていきたいと述べ、接触プレー
を伴う練習は当面の間避ける方針であると話した。A さんの言葉の通り、翌週の練習
では体力や敏捷性といったフィジカル面を強化するための練習メニューを行い、1 対
1、2 対 1 のような接触プレーを伴う練習メニューはあまり行わなかった。しかし、そ
れ以降は接触を伴うメニューも積極的に行うようになっており、公式戦前の練習では
以前と同様に接触プレーを含む練習メニューも実施していた。 
ブラインドサッカーという競技を特徴づける音を「見る」技法は、選手だけではな
く監督やコーラー、審判といった、競技に関わるすべての人々が発声することによっ
て成り立っている。例えば、ゴール前にいる GKやベンチにいる監督、相手ゴールの
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裏にいるコーラーは試合中にほとんど移動することがないため、彼らの声が発せられ
ている地点同士を結ぶ線をイメージし、それを「見る」ことで、選手はピッチ上での
自身の位置を把握することができる。音を「見る」技法において発声は不可欠な要素
であるため、必然的にブラインドサッカーのピッチ上は飛沫が飛び交う環境にある。
それに加え、自由に動き回る敵と味方が入り混じっての激しいフィジカルコンタクト
という他のブラインドスポーツにはない特徴を持つブラインドサッカーにおいて、練
習や試合中に選手同士の接触を完全に避けることは難しい。A さんが当初の方針とし
たように、感染リスクを避けるためには接触が生じるような実践に近い形式の練習メ
ニューを実施しないことが有効である。しかし、プレー中は必然的に「密」になるこ
とを前提としているブラインドサッカーにおいて、そうした対応は競技の根幹を揺る
がすものであるため、「コロナ禍」での競技の実施は難しい対応を迫られていた。 
 
5. 体験会とチーム財政への影響 
 
(1)  収入の減少 
5月に緊急事態宣言が解除されると、早速代表を務める O さんのもとに 9月以降の
体験会の依頼が複数届いた。先述の通り、新型コロナウイルス感染症の影響により 3
月以降の体験会はすべてキャンセルとなったため、コルジャ仙台は 9月に入ってよう
やく約半年ぶりに体験会を再開した。 
O さんが「今(2020 年 9月)は(パラリンピック関連の)イベント打ってないから、(体
験会の依頼が)来るのは自治体と行政機関ぐらい」と話した通り、9月以降に予定され
ている体験会はほとんどが小中学校と高校でのものであり、それまで 2020 年が近づ
くにつれ増加していた東京オリンピック・パラリンピックに関わるイベントでの体験
会の依頼は、今夏全くなかった。この理由は、本来であれば東京オリンピック・パラ
リンピックはすでに終了している予定であったことに加えて、緊急事態宣言解除後も
イベントの開催には政府によって数々の制限が課せられており、場合によっては延期・
中止を検討するように要請されていたためである(新型コロナウイルス感染症対策本
部 2020b: 21-22)。これにより、1 年延期となった東京オリンピック・パラリンピック
に向けたイベントが改めて企画されることもなく、またオリンピック・パラリンピッ
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ク関連でないイベントも同様に開催することができないため、相対的に教育機関での
体験会の依頼が増加したのである。 
体験会の数が減ったことで、チームの財務面への影響も避けられないものとなった。
チームの収入源は、主にユニフォームと試合用のアイマスクに社名を掲載している企
業からのスポンサー料と体験会の謝礼である。3 月以降に予定されていた体験会がす
べてキャンセルとなったことで、チームの収入は大幅に減少した。その中で最も痛手
だったのは、宮城県内にある M大学での体験会がキャンセルになったことである。こ
れは M大学が新入生の交流事業として 2018 年から毎年 4月に行っているもので、ブ
ラインドサッカーの体験会としては国内最大規模のものである。これまではコルジャ
仙台のメンバーに加えて現役のブラインドサッカー日本代表選手らが来場し、ブライ
ンドサッカーだけでなく白杖を使った歩行の体験や、日本代表選手によるデモンスト
レーションとトークセッションなど、様々な内容のイベントを行っていた。この体験
会 1 回で普段の体験会の謝礼に換算すると数十回分の額が謝礼として M 大学からコ
ルジャ仙台に支払われているとのことであり、そこからゲストへの手当てや諸経費と
して 3割から 5割が引かれることとなるものの、それでもコルジャ仙台が体験会を通
じて受け取る謝礼としては最も大きな額となっていた。 
2020 年にこの体験会が予定されていた 4 月中旬は緊急事態宣言の最中であったた
め数百人規模のイベントを実施するわけにはいかず、中止とせざるを得なかった。大
口の体験会だけでなくその他の小さな体験会もすべて中止となったことに加え、スポ
ンサーの経営事情に配慮し2020 年は大半のユニフォームスポンサーからスポンサー
料を受け取らない方針にしたため、コルジャ仙台の収入は前年の 1割程度にまで減少
した。しかし、活動再開後のミーティングの場で、A さんは現在 1、2 年ほどであれば
問題なく運営していける程度の貯蓄がチームにはあるため、財政はそこまで切迫した
状況ではないという運営担当の Q さんの言葉を全員に伝えた。大口の収入減がなくな
り、小さな体験会の数も減ったのにもかかわらず、チームの懐事情がそこまで打撃を
受けていない理由は、コルジャ仙台の普段からの体験会に対する姿勢にある。 
ほかのブラインドサッカーチームは体験会の謝金に下限を設定し、20万円からでな
ければ受け付けない、といったスタンスを取っているところもある。他方コルジャ仙
台は、金額が低くとも積極的に体験会の依頼を受け入れている。時にはそうした姿勢
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が他チームから非難を受けることもあった。A さんはチームミーティングなどでほか
のチームの関係者と顔を合わせると、コルジャ仙台が他チームを仙台に招待して独自
のブラインドサッカー大会を主催したことから、しばしば「コルジャはお金があって
いいね」と言われるのだという。そして同時に体験会での謝礼をどれほど受け取って
いるのかと聞かれた際、A さんは「1万円とか 5千円とか、安くてもやってるって言
うと、ほかのチームに『何のためにやってるの? 』って言われて、それで『東北にブ
ラサカ(＝ブラインドサッカー)を広めたいからだ』って言うとすごい怒られるのよ。
(安売りして)質を下げるなって」というやり取りがあったと話した。 
他のブラインドサッカー関係者から見ると、コルジャ仙台のスタンスはブラインド
サッカー自体の価値を下げるもののように映るようである。しかしながら、コルジャ
仙台も慈善事業として体験会を行っているわけではない。提示された謝礼に対し、交
通費などを計算して割に合わない場合は依頼を断ることもある。また、体験会を行っ
たものの、経費が掛かりすぎて逆に赤字になってしまうこともある。そのような体験
会のやり方をめぐってチーム内で揉めることもあるが、特に今回のような非常事態で
は普段から大口の案件のみに頼らず地道な活動していたことが功を奏したようである。
一方で、O さんは予定されていた体験会がなくなってしまったため10月まで収入が何
もなければ JBFA は破綻すると話しており、ブラインドサッカーの業界全体で見れば
経済的な影響は少なくないようであった。 
(2)  体験会の変化 
2020 年 9月以降に行われた体験会のうち、筆者は宮城県の SF 小学校、岩手県の SS
小学校と KM 小学校という 3 つの小学校での体験会に参加した。3 つの体験会とも、
実施した内容は普段と同様のものであり、体験メニューの中には体験者同士で触り合
ったり、近い距離で声を出し合ったりと、「密」になりそうなものが複数あるが、そう
したメニューについても通常時と変わらず実施していた。ただし、感染対策として、
いずれの小学校でも手指のアルコール消毒が奨励されていた。会場である体育館の入
り口にアルコール消毒液が設置されていたり、体験会の合間の休憩時間には学校側が
用意したアルコール消毒液を用いて手を消毒するようにという連絡が学校職員からな
されたりと、主に学校側が感染予防に気を遣っている様子が見られた。また、体験会
中は常に体育館の窓を開けて換気を行っていた。KM 小学校での体験会の際には、参
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加する O さんと筆者は当日の朝に体温を測定し、学校側に報告した。 
上記は依頼者側の要請で行われた感染対策であるが、コルジャ仙台側もブラインド
サッカーの体験会に特徴的な感染対策を行っていた。それが、体験会で使用するアイ
マスクの変化である。コルジャ仙台が体験会を行う時、体験メニューを実施する前に
体験者全員にアイマスクを配布する。コルジャ仙台は体験会で使うために競技用では
ない普通のアイマスクをチームで購入しており、コロナ以前の体験会ではそれを体験
者に配布し、体験会終了後に回収していた。特に学校での体験会の時は、クラスの中
でも「お調子者のポジション」と判断した児童には、表側に目が描かれたユーモラス
な柄のアイマスクを配り、それを着けさせることで緊張をほぐすとともに体験会の雰
囲気を盛り上げるという工夫をしていた。これについて S さんは「それで盛り上がっ
てくれればこっちのもの」と話しており、ユーモラスなアイマスクは体験会をスムー
ズに行う上での戦略の 1 つであった。しかし、9 月以降の体験会では、感染予防の観
点から使い捨てのアイマスクを新たに購入して使用している。使い捨てアイマスクは
個別に包装されており、配布する際にアイマスクに直接触れることがない。また、体
験会終了後はこれまでのようにアイマスクを回収せず、そのまま体験者たちに持ち帰
らせている。 
また、アイマスクに関して体験会の中で印象的な場面があった。いずれの体験会に
おいても、体験者である児童たちは感染予防のためマスクをして会場にやってきた。
SF 小学校と SS 小学校での体験会では、児童たちは最初にブラインドサッカーについ
ての説明を聞くときにはマスクをしていたが、グループ分けゲームなどアイマスクを
着用して行うメニューの際、進行を務めていた E’ さんは「マスクもアイマスクもして
ると見た目が怪しくなっちゃうからね」と言い、子どもたちにマスクを外すよう指示
を出した。選手たちが練習や試合でアイマスクを着用するときはマスクを外している
ため、選手にとってはアイマスクをする際はマスクを外す、というのが当然の発想で
ある。しかし、E’ さんが不在であった KM 小学校では、体験会の時間が短く急いでメ
ニューをこなす必要があったことも重なって、進行を務めていた O さんはマスクにつ
いて言及しなかった。そのため、マスクとアイマスクを両方着用し、顔がほとんど見
えなくなっていた児童も多かった。感染対策を行いながらの体験会のやり方について
はコルジャ仙台の内部でも確立されておらず、まだ試行錯誤している点も多いようで
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あった。 
 
6. 非常事態下での大会開催 
 
(1)  参加者たちの懸念 
2020 年 10月 4日に、「ブラインドサッカーを未来へつなごう アクサ×KPMG ブラ
インドサッカー2020カップ」が開幕した。大会名に「ブラインドサッカーを未来につ
なごう」と付けられているのは、ブラインドサッカーという競技を存続させることが
目的の 1 つとなっているためである。新型コロナウイルス感染症の影響により、一時
は大会自体の実施が危ぶまれる事態となった。しかし、JBFA はここで大会を中止に
することでブラインドサッカーという競技自体が衰退してしまうことを危惧し、日本
にブラインドサッカーが伝来して以来順調に発展を重ねてきた流れを止めないために、
本大会の開催を決定した。 
しかし、本大会の開催に対するコルジャ仙台のメンバーの意見は、好意的とは言い
難かった。コルジャ仙台が活動を再開した直後、T’ さんは J リーグとプロ野球が 6月
末から再開する予定であることに触れ、「協会(JBFA)としては J リーグもやってるし
できるでしょ、ってことなんだろうけど、あっちはプロなわけだし、いわば遊びで(大
会に参加するために)東京行って(ウイルスを)もらって帰ってきて職場でクラスター出
ましたってなったら問題になるし、そこで障害者スポーツの大会で(感染者が出た)と
かって報道出たら競技自体が叩かれるでしょ」と話しており、緊急事態宣言が解除さ
れたとはいえ、いまだ予断を許さない状況下で大会を開催すること自体に懐疑的であ
った。また、E’ さんは「スポーツを止めるな」という世間の風潮があると述べたうえ
で、プロが再開しているのは検査費用などをチームで負担でき選手の行動もある程度
管理できるからであって、ほかに職業を持つ社会人のサークル活動が大半であるブラ
インドサッカーは同じようにはいかないと話した。緊急事態宣言が発出される以前は、
東北で感染がそこまで広がっていなかったこともあり、コルジャ仙台は練習会場が利
用禁止にならない限り積極的に練習を行おうとしていた。しかし、緊急事態宣言とそ
れに伴う外出自粛の期間を経て、コルジャ仙台のうち、特に理学療法士や児童デイサ
ービス職員など、在宅勤務が不可能かつ人との直接的な接触を多く含む仕事につくメ
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ンバーが、自身の感染によって平素勤務する職場への影響が出ることを危惧し、新型
コロナウイルスに対し強い危機意識を持つようになった。 
こうした懸念もあって、本大会は参加チームが決定するまでに時間を要した。参加
権はすべてのブラインドサッカーチームに与えられていたものの、実際に参加するか
どうかは各チームの判断にゆだねられており、感染症の影響を危惧して当初から不参
加を表明していたチームも少なくなかった。また、一度は参加を表明したチームであ
っても、様々な事情で参加を辞退せざるを得ない状況になるなど、参加する全チーム
が確定するまでには紆余曲折があった。 
最終的な本大会の参加チーム数は、JBFA に登録している 26 のクラブチームのう
ち、15 チームのみであった。昨年までは全国各地でブラインドサッカーチームが相次
いで発足されたことで、日本選手権への参加チーム数は年々増加し続けていたが、本
大会では前年の日本選手権の約 3 分の 2 に減少することとなった。 
これほどまでに参加チーム数が減った原因は、試合会場への移動や他県のチームと
の交流によって新型コロナウイルス感染症に感染してしまうことを恐れてのことだけ
ではない。視覚障害者は理学療法士や鍼灸師、あん摩マッサージ指圧師などの資格を
取得し、医療関係の職業やマッサージといった他人の身体に直接触れるような仕事に
従事している者が多く、日常的に濃厚接触が起こる環境下にいる。また、医療関係の
施設の利用者には免疫力の低い高齢者が多いため、感染した場合に重症化するリスク
が高い。そのため、施設内での感染を引き起こさないためにも、職場から複数の人が
集まる場所へ行くことを制限されているケースが多い。 
コルジャ仙台でも、D’ さんと F’ さんの 2 人は職場から人の集まるところに行かな
いよう制限されているため、この 2 人は本大会に参加できないということが早い段階
で明らかになっていた。本大会のレギュレーションでは晴眼プレイヤーは同時に 2 人
までしか出場することができないため、残る 2 人の FP は視覚障害プレイヤーでなけ
ればならない。しかし、D’ さんと F’ さんの 2 人が大会に不参加となったことにより、
残る視覚障害プレイヤーであるD’ さんとF’ さんは必然的に全試合にフル出場しなけ
ればならなくなり、かなりの体力的負担を強いられることとなった。 
(2)  大会における感染症対策 
本大会は従来の日本選手権に相当する大会であるものの、新型コロナウイルス感染
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症の影響を受け、開催方式などにおいてこれまでブラインドサッカーの大会とは異な
る点が数多く見られた。 
まず、大会形式について記述する。本大会は 1st ラウンド、準決勝ラウンド、決勝
ラウンドの 3 つのラウンドに分けて行われる。1st ラウンドは、全国 5 会場で分散開
催し、さらにそれぞれの会場の試合日程も 1週間から 2週間ずらして行われる。これ
は、日本全国からやってくるチームを出来る限り分散することで、感染のリスクを減
らすためである。 
準決勝ラウンドは、東京都の墨田会場と広島会場の 2 会場に分けて 2021 年 2月 7
日に、決勝ラウンドは神奈川県の川崎会場で 2021 年 2月 27日にそれぞれ行われる予
定であった。しかし、2021 年 1月の政府による再度の緊急事態宣言発出を受け、準決
勝ラウンド以降は開催中止となった。 
本大会では、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、大会を実施するために様々
な感染症対策が行われていた。以下では、本大会における感染症対策と、それによっ
て生じた従来の大会からの変化について記述する。 
本大会に参加する各チームでベンチ入りメンバー登録をした全員は、試合前後の 2
週間は毎日体温を計測し、チームの代表者を通じて JBFA に報告することが義務付け
られた。また、体温を報告する際には、その日の行動履歴も併せて報告することが求
められた。そのため、コルジャ仙台の日本選手権に参加するメンバーは、1st ラウンド
守谷会場が開催される 2週間前の 10月 11日から試合前日である 10月 24日までの
間と試合 2 週間後の 11 月 8 日までは毎日体温を測り、外食をするなどその日の行動
に普段と異なった点があればそれも併せて A さんに連絡していた。 
試合の前後には人と人との接触を避けるため、従来の試合で見られていた様々な行
為が制限された。これまで各チームのアイマスクを着用した FP と GK もしくはコー
ラーの 2 人ずつで行っていた試合開始前のコイントスは、GK のみが参加するように
事前に周知された。ほとんどのチームが試合開始前にピッチ内で円陣を組み、試合に
向けて士気を高めていたが、本大会では禁止された。また、試合開始前と終了後には、
センターラインを挟んで対戦する両チームが一列に並んで向かい合い挨拶と握手を行
っていたが、これも禁止とされた。 
ベンチ入りメンバーの感染対策として、試合中はピッチ内の選手とガイド(センター
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ガイド及びゴール裏のガイド)の 7 人以外はマスクの着用を徹底することと、試合中ベ
ンチにいる人は、ソーシャル・ディスタンスを確保するため基本的に 2 人の間隔をサ
イドフェンス 1 枚分(約 2 メートル)とって待機することが要請された。また、視覚障
害者とアイパッチ着用後の選手を手引きで誘導する人は、基本的に誘導される人 1 人
に対して 1 人が付くように要請された。 
ハーフタイムに入った後のチームの動き方にも変更点があった。前半と後半で自チ
ームと相手チームのエンドを交換するため、通常であれば選手たちはハーフタイムに
なると前半のみで交代となる選手以外はピッチの外に出ず、多くの場合は一度前半戦
った側のベンチにいる自チームの人が呼ぶ声を聴いてそちらに移動し、そこから壁伝
いに後半を戦う側のエンドに移動してから給水や戦術の確認を行っていた。しかし今
回は、前半終了後に選手は一旦全員がピッチの外に出て、前半を戦ったエンド側のベ
ンチに撤収し、その間に JBFA の大会運営スタッフとボランティアたちがピッチ内や
ベンチ付近の壁などのアルコール消毒を噴霧器で行うこととなった。そして消毒作業
が完了したのちに、後半を戦うエンド側のベンチに移動して給水などを行ってから、
後半のメンバーはピッチに出る形になった。また、試合が終わり次第、ハーフタイム
と同様にピッチ内等の消毒を行うため、次の試合を行うチームが試合の 30 分前に行
うピッチ内でのアップについても、消毒係の指示があってから行うこととなった。 
大会運営に関して、最も新型コロナウイルス感染症の影響を受けたのは、全試合を
無観客で開催することになったことだ。これまでの日本選手権やKPMGカップなど、
日本国内でのクラブチームの試合では、多くの場合入場は無料であった。その代わり、
全試合を動画投稿サイトである YouTube で生配信するという初の試みがなされた。 
コルジャ仙台は 10月 24日に行われた 1st ラウンドの 2試合で勝利をおさめ、準決
勝ラウンドへの進出を決めた。通常の大会であれば、全試合が終わった後には表彰式
があったり、参加チームとスタッフ全員で集合写真撮影を行ったりする。しかし、本
大会では感染対策に加えて、この時点ではまだ予選が終わっただけということもあっ
て、そうした終了の区切りとなるようなイベントはなく、試合を終えたチームは順次
帰り支度を始め、会場を去っていった。一方で、1 位になったコルジャ仙台のメンバ
ーは会場の撤去作業が始まる前に急いでゴール前に集まり、単独で記念撮影をした。
その後、この日公式戦での初ゴールを決めた G’ さんが会場ごとに選出される MVP に
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選ばれたことを大会スタッフから伝えられたため、メディア関係者にインタビューを
受けることとなった。それ以外のメンバーはすぐに控室のテントに戻り、帰り支度を
始めた。なお、開会式は大会の開始前に各チームの代表のみが出席してオンラインで
開催されており、1st ラウンドの閉会式も予選の全日程が終了した後に同じくオンラ
インで行われた。そのため、他チームと接触する場は試合時以外にはほぼなく、控室
と試合会場を移動する時、すれ違った際に談笑する程度の交流があったのみであった。 
 
7. おわりに 
 
以上をまとめると、2020 年は新型コロナウイルス感染症の流行を契機として、ブラ
インドサッカー、そして障害者スポーツが持つ 3 つのリスクが明らかになった年であ
った。 
1 つ目は、障害者スポーツを支える財政的基盤の脆弱さである。コルジャ仙台は、
日ごろから大口の案件だけに収入を依存するのではなく、普及のためコツコツと体験
会を開催していたことが、結果的に「コロナ禍」における経済的なリスクを分散する
ことにつながった。一方で、管轄団体である JBFA は苦しい経営状況に置かれること
となり、非常事態の影響を大きく受けることとなった。木下は、多くの障害者スポー
ツ団体はその運営をボランティアの力に大きく依存しており、そのため財政的な基盤
が盤石であるとは言えないことを指摘している(木下 2016)。障害者スポーツに関わる
組織の財政基盤を強化するために、「コロナ禍」においても財政的影響が軽微で済んだ
コルジャ仙台の事例は注目に値すると考える。 
2 つ目は、ブラインドサッカーという競技を遂行しようとすることによって生じる
リスクだ。2020 年の日本選手権では、ピッチの外では様々な感染対策が行われていた
ものの、試合中のピッチの上は通常時とほぼ変化がなかった。ブラインドサッカーは、
音を「見る」ことが身体技法の中枢にあるため、プレーするうえで発声が不可欠であ
る。また、視覚障害者のスポーツの中では珍しく、激しいフィジカルコンタクトが生
じるため、プレー中はどうしても「密」になってしまう。つまり、ブラインドサッカ
ーの身体技法自体が、感染症の流行下では感染リスクを伴うものとなったのである。 
そして 3 つ目は、視覚障害から派生する副次的要因が余暇活動への参加を妨げてい
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ることである。視覚障害者の場合、視覚に代わる認知手段として、聴覚と並んで触覚
が重要であるため、多くの視覚障害者があん摩マッサージや鍼灸師、理学療法士とい
った、触覚を頼りに行う仕事に従事している。今回の「コロナ禍」では、視覚障害者
の仕事を支える認知手段である「触る」という行為、すなわち視覚障害者が周囲を認
知するための身体技法によってウイルスが媒介される可能性があるため、彼らの勤務
先はウイルス保持者と接触する恐れのあるスポーツ参加に対して慎重にならざるを得
なかった。つまり、「コロナ禍」において多くの視覚障害者たちは、視覚障害を有する
ことで身に付けてきた身体技法によって就くことのできる職業がある程度方向づけら
れているがために、スポーツへの参加が困難になっているのである。 
感染を予防するため人と人とが分断されることとなった社会で、余暇活動としての
障害者スポーツはその意義を問い直されるべき事態となっている。東京パラリンピッ
クの開催が危ぶまれる中、そして「アフターコロナ」や「ウィズコロナ」と呼称され
る、生活様式などがこれまでとは大きく変化した世界で、ブラインドサッカーをはじ
めとする障害者スポーツがどのようにこうしたリスクに対処し、普及・育成・強化に
努めていくかは、今後議論されるべき課題である。 
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